




























兄である日田広円寺の円門法蘭師 もとで成長した。そして寛政三年 （一七九一） 十九歳の時に実姉の夫 ある中津正行寺の学僧頓慧鳳嶺師（嗣講、没後贈講師）の 嗣とし 同寺に入り、翌年には京都高倉学寮にも入学している。以後、主に宗 を積み重ねたようで二十五歳ですでに著述をものし（ 『十四行偈記』二巻・ 『六合釈講演』一巻） 、二十代後半には自坊や府内光西寺などで講義を行うようになっていた。趣味の墨蘭画もこの頃開始したようである。　
こうした雲華の生涯を明らかにする基本資料は、雲華の漢詩文を活字翻刻した赤松翠陰編『雲華上人遺稿』 （昭和
八年、以下『遺稿』 ）であり、先の「年譜稿」もこ を中心 、未刊 漢詩稿や頼山陽・田能村竹田などの諸資料を加味して作成したものであるが、如何せん、雲華の漢詩文が中心 あるため、 の制作が活発になる享和元年二十九歳以降はともかく、十代の日田時代 二十代の中津時代 ど、雲華 学芸のルーツと言える時期 ついては五里霧中の観がある。　
しかるに、ここにその欠を補う好資料がある。それは日田に生まれ 門人総数四千 数えると言われる江戸時代






の誕生から天保十六年（弘化二年）の六十四歳までの記録である（ 『全集』上巻） 。文中で雲華について「大谷ノ講師ニ任シ」と記しているから（寛政三年条） 、少なくとも、雲華が講師を拝命する天保五年以降に手が入っ いることは明らかである。片仮名を使用した仮名文で詳細な叙述に富む。　
もう一つは所謂「日記」全八十二巻で、七篇に分かたれ、 「淡窓日記」以下「甲寅新暦」までそれぞれ七つの篇名
がつけられているが、混乱を恐れ本稿ではこれらを一括して「日記」と称する。これは淡窓三十二歳の 化十年八月二十三日に始まり、没年七十五歳の安政三年二月二十一日に至る間の日録である（ 『全集』中巻・下巻） 。　『懐旧楼筆記』文化十年八月二十三日条に「 （日記は）但戊戌己亥ノ二年、故アリテ記録ヲカケリ」とするが、現状では戊戌（天保九年） ・己亥（天保十年）の日記 存在している。 「日記」はすべて漢文体であるが、無味乾燥な事項の列挙ではなく、詳細的確な情報を多く含んでいる。　以上、二種類の資料を総称して本稿では淡窓の日記資料と呼ぶ。本稿の記述は、主に『懐旧楼筆記』から抄出し





る。信慶は実名で、他人がこれを使うことは通常ない。後述の 「宗旨改帳」 では信慶の署名が見られる。雲華の義父は「皆往院釈頓慧鳳嶺」で、雲華の甥であり早世した後嗣は「聞喜院釈大有広慶」であるから、雲華以降、 「大」と






























最顕レタル者ナリ」と記す。雲華の高倉学寮講師就任 天保五年八月であるから、淡窓のこの記事はそれ以降に記されたものである。この年、雲華は十九歳で、実姉の夫である中津正行寺 学僧頓慧鳳嶺師の養子となった年だが、日田における会読に加わっているところを見ると 居を完全に中津に移したわけではないことがわかる。　
翌寛政四年、西洋先生の門下生高橋 ・ 吉田の両名が、そのころ名声が鳴り響いていた筑前の亀井南冥に入門するこ
とになり、淡窓の父も淡窓成長のおりには入門を希望す 旨伝言し、許容された。また、長福寺宝月師 子で、現住法幢師（日蔵）の弟であり、幼時に肥後八代光徳寺 養子に入っ その住持となった法海師（月蔵）が、この頃筑前に南冥を訪ね、南冥はそ 才能を称賛し 七律 首 唱和した（南冥詩集にあり） 。淡窓父子は長福寺に滞在していた当時二十四歳の法海師を訪ね、自宅にも招き 淡窓 自作の五律の添削を受けている。その後も法海師が日田に留錫のおりには必ず訪ねたという。法海師はそ 後高倉学寮の講師 なっており 死後雲華が講師に就任したが、雲華 昇進 、同郷の親し 学僧である法海師 意向も強く働いた 考えられる。　
しかしこの年の秋、亀井南冥は罪を得て蟄居し、他郷の者を家に泊めることも禁じられたので 四方からの遊学
生は皆離散した。松下西洋の門下生高橋も日田に戻って来て、 『国語』の会読 が、亀井塾のやり方で行い、そ






に参加した。その上首は常に法蘭上人で 先生も参加した。会者は六七人から十人である。会所は広円寺・長福寺・長善寺などで、浄満寺・護願寺・相良東嶽宅・淡窓宅でも行われた。法蘭上人の長男 円什師の内室妙信院（ 「阿信」 ）は府内光西寺の出身で 漢詩をよくし、広円寺が会所である時は出席して匿名で法蘭の批評を受け、しばしば「甲」と評価された。その人となりは風神洒落であったが、円什師に先だって没した。　
長福寺の宝月師も日田の名家であり、 初めは法蘭師と名を等しくしたが、 淡窓が法蘭師のもとを訪れていた頃には
京都に滞在しており、その後、病を得て帰郷し閑居した。 会にもたまには出席し、淡窓も に訪問 た。四極先生は漢詩を作らず、相良文之進は「極テ異風」な作詩であっ 淡窓はこの頃、 『明七才子集』を範と て擬作し、法蘭師より添削を受けていた。この年 春から 文之進 長男 淡窓より五歳年少である清記（館林清記）が淡窓宅に寓居して、淡窓から句読を受けた。　
寛政五年の冬、四代にわたり日田の代官をつとめた揖斐氏から羽倉氏に代官職が代わっ その前年の冬より、


















ある藤左仲であった。淡窓は左仲について、永富独嘯庵 兄の子で 亀井南冥の弟子であるとする。淡窓より十二歳年長で、大典禅師について文辞を学んだこともある。その性格は反覆常なきものであったが 口を極めて 冥を褒めそやすので、淡窓はついに来年左仲に同道して南冥を訪ねる決心をした。淡窓 父も左仲のことはよく思っていなかったが、南冥を訪ねること ついてはこれを許した。以前、寛政四年に日田を訪れた亀門の牧園文哉が亀井父子に淡窓の才能を語ったことから、亀井父子は淡窓の存在を認識していたという








と号す。もと博多崇福寺の住持 ったが 南冥排斥の一件に連座させられた か、今は退院している。年齢は四十八歳で詩と書をよくした。詩は南冥より優れると言われ、書は頼春水と並び称されたという。　
寛政九年、淡窓十六歳、南冥先生は五十五歳で容貌魁偉、およそ亀井家の人はみな眼光炯々として人を射るようで













月中には日田に帰郷したが、淡窓の帰郷中の正月二十九日に福岡唐人町より出火し、折からの烈風にて延焼、師家及び甘棠館 一時 全焼 。淡窓はすぐに見舞いに駆けつけたが、 一面の焼け野原で、亀井父子はその瓦礫の中に席を設け、門生たち 痛飲していた。南冥は時に立って舞い 昭陽は酔って臥していたが 淡窓を見ると起きて状況を語った。淡窓は福岡から戻り、秋風庵で蕭然と日を送った。　
その後、西学である甘棠館は廃され、竹田春庵が朱子学を教授する東学に一統され、西学の儒生四人は皆免職され
て平士に落とされた。淡窓が福岡 戻り、唐人町に南冥を訪ねると、先生はそこにおらず、姪浜の大年と同居しているとのことだった。昭陽は妻の実家である姪浜の 藤屋 隣の土蔵を借りて、甘古堂と号して寓居しており、淡窓もその玄関に留ま　
ところで南冥の次男は僧侶となって宗嵩と名乗っていたが、その頃帰郷し 還俗し、儒と医を業として甘木で開
業していた。名は昇、字は大壮、雲来と号し 昭陽の紹介で淡窓は大壮と面会した。年 二十四歳でやはり容貌魁偉、弟の大年と伯仲する才学であっ 亀井三兄弟のうち 昭陽のみ容貌醜く、他は俊美であるとは 淡窓の興味深い観察である。　
寛政十一年、十八歳の淡窓は姪浜で正月を迎え、二月に帰郷した。日田に帰ると相良文之進が疫病で没した。享
年四十二歳。淡窓の従姉妹でもあるその未亡人と三人の子（清記十三歳・伊織八歳・女児二歳）は広瀬家南家に寓










た。先生には酒乱の癖があったが 西学が廃さ 後は、更にはばかることがなくなった。永富独嘯庵門下で先生と同門の小石元俊（元瑞の父）の話と て、道載（南冥） どを京都の儒者と同じように見てはならない、猛虎のようなものだということだった。　
昭陽も剛毅なることよく父の風があり、生涯娼妓に近付くようなことはなく、父の死に際しては三年の喪に服し
た。ただ、 才子を輩出した いう点では父に及ばな っ 昭陽も文人書生を愛したが、 俗人は全く相手にしなかった。また異学の人とも交わらなかった。　
次男の大壮は兄弟の中では寛容な性格だった。最初は出家して叔父曇栄禅師の弟子となったが、本意を得ずに還












どを祖とし、荻生徂徠・服部南郭・万庵（原資） ・大潮を宗とす ものであった。唐詩 ただ『唐詩選』のみで、李白・杜甫・王維・孟浩然の集も見たことがなく、中唐・ などは勿論知らなかった。　
十五歳の冬に独居してやることがなかったので、宇都宮由的の『杜律標註』を読み、その味わいを覚えた。そ
ことを左仲に語ると、杜律は初学者 読むものではな と言ったが、淡窓が自身批点を加え 『標註』を見せると、自分も初めて詩の味わいというものを知った 驚いた。その後、筑前に遊び、南冥先生 詩を学び、同門諸先輩の詩体を模倣したが、亀門の詩作は享保 諸家と大同小異であった。原震平（古処）や大年は青蓮（李白）を学び 大壮（雲来）は子美（杜甫） 学ぶというところであっ 。　
十八歳の冬に姪浜に居た時、本屋が『唐宋詩醇』を持参したので、大年が購入 。淡窓が読んで ると、李白 ・













山禅月跡、聊同讃仏道林廬…」 、 「唐 」を学んでいることを表明し、唐末 禅月大師貫休を意識していることを示しているが（ 『遺稿』二〇頁） 文政元年（一八一八）秋頃に清末 渡辺澄（東里）に贈った七絶では、 「北元南宋多真際、寧及唐明妄語児」 （ 『遺稿』一一三頁）と宋詩を称揚してお この期間に雲華の詩風もまた「一変」したことがわかる。　
その後、 享和二年八月に淡窓は四年ぶりに福岡に赴き、 南冥の六十歳を賀 。その頃には亀井父子は姪浜を去っ
て福岡に転居し、西新町に新宅を構えていた。元の唐人町 宅の西南十町ほどの所である。　











で善事を心懸け、部屋の壁には名家の墨跡 貼り、南冥先生の送別詩を表装して、その前で香を焚くという 活であったが、正月二十三日に嘔吐して発作が起こり、それより伯父 秋風庵に移って療養した。大壮が見舞いに訪れて滞在し 。三四 の頃、肥後の倉重湊という醜貌の医者の助言により病が治まった。こ 時の大病は全くひどいものであったが、父母は家業に忙しく、専ら伯母と二歳年下の妹「阿良」 （現在「アリ」と通称される）の二人が寝食を忘れて淡窓の面倒 見たのである。病治まって後は、岳林寺や護願寺などに遊んで保養に務め 。　
この年の秋冬に肥後の豪潮律師が日田を訪れ、広瀬家の菩提寺でもある浄土宗大超寺に留錫した。淡窓の日記に










寛政十三年 （二月に改元して享和元年） 、二十歳の淡窓はあるいは魚町で、ある は秋風庵で悠々と療養 ていた。
二月に甘木へ行き、 大壮に両度の見舞いを謝し 丁度、 南冥先生が滞在しており謁見した。それから秋月に原震平を訪ねた。この年、 『楞厳経』を読む機会があり、仏教思想の高大精微なることを知っ ま 秋風庵に って『老子国字解』を数遍読み 老子が好き なった。　
享和二年、二十一歳の淡窓は水岸寺（修験の寺）密如の依頼で『孟子』の講釈をした。それまで淡窓は句読を人






で、土蔵に閑居する淡窓を見て、妹の阿良は自分の命を淡窓の命に代えようと発願し、毎日永興寺に行き、豪潮の加持を受けた。妹が誓願した日、豪潮は妹を呼び止めて、その志願をずばりと言い当てた。帰宅後、妹は出家の決意を家族に語っ 父も豪潮師に帰依していたので、妹の決意が固いことを知る つ にこれを許したが、淡窓の病気が癒えると、妹の出家を喜ばず、それを遅延した。　
豪潮師の信者に、京都の官女風早氏という方がおられたが、その方がお付きのものを求めているというので、妹
はそれにお仕えするということになった。出家しないという条件で父母も快諾し、七月に妹は中津より乗船して上洛した。風早氏は妹を気 入り、自身の妹にする旨 日田に伝言したので両親も安心した。これ り妹は秋子と名乗った。妹の京都の居所は、やは 豪潮の信者であった菱屋源兵衛方 ある。その冬、豪潮師は肥後に帰った。淡窓が豪潮に会ったのはこれが最後 な たが、文政十三年から翌年にかけて豪潮は彦山に滞在しており、淡窓の父母は淡窓の手紙を持って登拝してい 。淡窓 の文通は豪潮晩年まで続 た。　
さて、雲華の漢詩における豪潮 初見は 文化十一年秋頃の「寄呈豪潮律師
 二首」と題する七絶二首であるが






























は仏学に従事し、本山の擬講 抜擢されたので、文辞の名誉は薄れ それでも日田の名家であった。淡窓も時々参上したが、教えを受け ことはなかった。そ 詩集二巻が蔵されている。宝月師の「姫島詩」 南冥先生の「麑島詩」 、井県少助の「舟中詩」を世に九州 絶 称する。宝月師の長男の法幢師は文化十年春に示寂した。年齢は五十五六歳であった。この人は法海師の兄で あるが、その才学は懸隔している。しかし頗る好人物で、また佯狂にして世をもてあそぶの風もあった。 作も好み、今 得難い人物である　
以上が、長福寺における淡窓の開業の経緯であるが、雲華と長福寺の人師との関係も深い。雲華の義父頓慧師が













山の評を乞うた。時に芸州に遊んだ館林清記が備後に行き茶山宅に滞在した。茶山は評を記した淡窓の詩を清記に託した。五月十四日、清記は更 頼山陽の評も乞うて持ち帰った。山陽は一見して 「晩唐の風韻、三都の時調（宋詩のことか）と迥かに別なり」と評したという（木崎愛吉著『頼山陽全伝』文化五年条） 。これが淡窓と菅茶山・頼山陽の交際の始まりであった。淡窓は「頼子成評予詩巻見貽、賦此寄謝」と題して謝辞を返した（ 『遠思楼詩鈔』巻二） 。ちなみに雲華が頼山陽と初見したのもこの文化五年である。　
文化六年五月、淡窓は眼病治療のため、須恵の田原眼科を訪ねることとなり筑前に向かった。その途次、福岡に
入り五年ぶりに亀井父子に謁見し、昭陽の娘小琴とは詩 応酬をした。更に、博多の松永宗助（豪商、花遁と号す）を訪問すると、ちょうどそこ 大含が逗留しており、淡窓は旧知 雲華との思いがけぬ出会いを喜んだ　
このおり、浦上玉堂の子春琴も博多に滞在しており、淡窓は春琴とも初見した。春琴は後年、主に京都で雲華と







り、同月十六日には大含を桂林園 迎えて会談しようとしたが故あって果たせず、翌十七日には夜に大含 ・ 三松斉寿らが来訪、緑水亭で小酌 後、斉寿宅で茶を喫し、帰宅した はほとんど四更であった。その翌日、十八日には長福寺に参詣し 大含を訪ねて別れを告げた。また十一月三日には鳳洲家（雲華の花友）に託して、 『国朝詩別載』を大含に返却している。　
いったい、この時の雲華の日田滞在の目的については明証を得ないが、この冬雲華は、 「本堂募縁経東西二谷」 （詩
題、 『遺稿』八七頁）と 本堂建造のための募金に奔走してい また、 「従遊家厳侍日田之行」 （詩題 遺稿』八六頁）ともあって、養父鳳嶺に侍して 田に赴いているようだ。淡窓の詩に和韻 十二月の作と思われる にも、「近年山寺事経営、土木金銭奈雅情」とある（ 『遺稿』八七頁） 。よって、この頃の雲華が本堂建造のための募金活動に忙殺されていたことは間違いない。　
翌文化十二年三月二十四日には、 『虞初新志』 『国朝詩別載』 『南遊紀行』に『東園雑詠』を付して大含に返却、翌
日二十五日には雲華が淡窓宅に立ち寄っており、雲華の日田滞在が確認できる。この年、雲華が易行院法海師に寄せた漢詩の中で、 「土木誤生涯」や「土木程功計未開」などと、やはり土木の苦心を伝えている（ 『遺稿』八八・八九頁） 。雲華の 田滞在には 本堂普請のための資金調達の目的もあ かもしれない。　










広円寺法蘭師の次男で、 高倉学寮の嗣 であった。淡窓 記録を総合すると、 法蘭師には少なくとも四人 男子がおり、長男が円什一環、次男が華光院円光 講（円解） 、次に法天、そして末子が法珍である。広円寺は法蘭 あと、円什・法珍と継承されたようだ。　
長男の円什は字を一環といい法輪院と号 た。南冥とも詩文のやりとりがあり、 『甘露室詩集』一巻を残す。天保







が同伴して淡窓を来訪、酒食を共にし、山陽は秋風庵に泊まった（日記） 。山陽は日田におよそ一ヶ月滞在し、十二月五日に中津へ向けて出立した。淡窓は実際の山陽に接して、 「徳太郎其才力遠ク父ノ上ニ出テタリ」とその学力を高く評価する一方、 「徳太郎ハ当世ノ名家ニオイテ第一流ナリ。余眼中ノシル所、此人ヨリ才アルハナシ。唯其人トナリ簡傲ニシテ礼ナク 又利ヲ貪ル。是ヲ以テ至ル所、人ニ悪マレ、往々ニ其地ヲ逐ヒウタレタリ。惜イカナ 、その個性の強い行動とそれに対する世評を的確に観察している。　
一方の雲華にとってもこの年はまことに忙しい一年であった。 二年前に義父鳳嶺師を亡くし、 名実ともに正行寺の















含が立ち寄ったとあり、やはりこの時も雲華は日田に滞在していた。三月十四日、法海師が淡窓宅に立ち寄ったが、雲華は三月以前、法海と葦北郡 奈久に宿っている 温泉あり 。法海師は日奈久 近く八代の光徳寺住持となっていた。五月十八日、後に淡窓が「門生数千 うち第一の奇人」と評 、雲華の教えも受けた黒木光善寺の石門徳令（二十歳）が入門する（天保二年年九月十三日大帰） 。文政八年正月十日にも雲華の日田滞在が確認できる（日記） 。　
天保三年は頼山陽逝去の年である。この年の雲華と田能村竹田の動向については既に報告した（本誌四九号） 。雲
華は、正月三日に山陽を一 二度も訪問した後、九州 下り、二月二十九日から三月二十九日ま 、一ヶ月もの間、日田に滞在した（ 記） 。その目的に 、こ 年十月に実現する一子慶端の咸宜園入門の相談なども含まれるか。更に八月二十二日から九月二日までの 田滞在が確認できる（日記） 。　
そして十月一日、 「釈慶端入門、大含子也」 （日記）として、雲華唯一の男子である慶端の咸宜園入門が記録され





名付けられたであろうことなど、既に小稿で考証した（拙稿「雲華上人の魅力を再評価したい」 『中外日報』二〇一四年五月十六日、以下「小稿」 ） 。　
慶端は文政三年生まれで入門時十三歳であった。既に正行寺には後嗣として雲華の実家である竹田満徳寺より大














松本九蔵より、その師大塩の『洗心洞箚記』と大塩の伝言を受け取っていた。 『箚記』には感心しなかったという淡窓であるが、この事件 顛末と大塩については詳しく記述しており、さらにこの頃の飢饉や物価高騰の実態も継続して記録す など、そうした社会情勢については全く沈黙する雲華と対照的な姿勢を示している。天保九年十月十七日から二十七日にかけて淡窓はしばしば大含を訪ねており、この頃の雲華の日田滞在が かる。淡窓 前年刊行された『遠思楼詩鈔』を雲華に進呈した。　
そして、 天保十一年八月二十九日の淡窓日記に次のような注目すべき記載がある。 「釈五岳来。介豊前僧大弘入門。




す」とあることなどから（ 『遺稿』 「雲華上人伝」二一頁がその典拠であろう） 、大弘と雲華 実子慶端とは同一人物ではないかと考えたが（慶瑞は慶端の誤 ろう） 、淡窓日記の記述を読む限り、慶端 大弘は別人と考えるのが自然 あろう。淡窓塾の入門簿（ 『全集』下巻）を参照すると、慶端と大 それぞれの記載は、 「天保三壬辰十月朔日
 豊前下毛郡古城正行寺
 釈慶端十三才

















者、莫如斯人、惜哉、臥疾数年、終京師云〉 」と 淡窓は遂に雲華の示寂を記すこととなった。雲華 死亡日については十月の七日（墓石） ・八 （大谷派学事史略年表） ・九日（上首寮日記）の三説あるが、淡窓は雲華の死を約一ヶ月遅れて知ったのである。　
以上、淡窓の日記資料から、雲華上人の人間関係に関する情報を拾い集めてみた。今後は、こうした事実関係を
ふまえて、雲華や淡窓を輩出した日田の漢文学 伝統、雲華と亀井一門、雲華と豪潮と 交際 詳細について、それぞれの漢詩作品の読解を通して具体的に明らか していき いと考えている。
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